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「跡見花蹊アーカイブにおけるMLA連携を内包するシステム構築のための予備的研究（�）―MLA連携から

見る花蹊日記における花蹊ユニーク語彙の出現にかかわる実事例検証の試み」を研究題目とする令和３年度大学

特別研究助成を得て、『跡見花蹊日記』のフルテキスト・データベースを試行的に構築して、特に人名・事項・作

品の３観点から検索することによって、花蹊ユニーク語彙の出現についてその傾向を検証し、今後の大学アーカ

イブの形成と大学組織内に潜在的に構築の可能性のある学内MLA連携について、その課題と展望を明示するこ

とを試みた。

あわせて「アーティストは一面優れてアーキビストである」ということの実証を跡見花蹊の創作の記録である

「揮毫雑記」に見出し、より精密な作品創造に係る記録を日記に重ねて、MLA連携の要となることを指摘する。

はじめに－本学におけるMLA連携〔論〕の唱導の点綴

１．MLA連携〔論〕についての理解の共通前提を築くために

２．MLA連携〔論〕要諦－論点の整理として

２．１ 大学における建学者アーカイブの構築の試み－その概観

２．１．１ 大学アーカイブの構築の枠組みと花蹊アーカイブ

２．１．２ 大学におけるMLA連携の２面性－「外なる／内なる」MLA連携

２．２ 女子大学における建学者アーカイブの構築状況の把握

３．本稿における「MLA連携を内包するシステム構築のための予備的研究」に資する解析対象データの概況

３．１ 解析対象データの概況把握に係る前提

３．２ 把握された本学MLAである花蹊記念資料館（M）および大学図書館（L）のMLA連携候補の資料につい

て

３．２．１ 花蹊記念資料館による既刊冊子体目録から

３．２．２ 大学図書館 OPACから把握できる刊本以外の花蹊関与の著作資料について

３．２．３ PDF公開された『跡見花蹊日記』について
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はじめに－本学におけるMLA連携〔論〕の唱導の点綴

Museum, Library, Archivesの連携をMLA連携と称して論考を書き重ねてきたのは、筆者の前職、

国立美術館情報企画室ならびに東京国立近代美術館企画課情報資料室での体験、あるいは今日、日本

製ヨーロピアーナと言えるジャパンサーチ１）の２０２０年夏の公開に至る前史において、「内閣府デジタル

アーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会、実務者協議会及びメタデータのオープン化等検討ワー

キンググループ」２）に２０１５―１７年に参画したこと、およびアート・ドキュメンテーション学会での議論

と提案や様々な企画開催がその機縁となっている。

２０１８年、所属を本学に移してからは、下記の論考の発表等において、MLA連携の本学における可

能性とその意義を述べてきた。

発表１）２０１９．６．１９：「大学ブランディング力と学部学生の調査研究力の向上は両立するだろうか？！

－花蹊コンテンツの「見える」化の可能性をめぐって」／文学部 FDワークショップ「跡見ブ

ランディングに向けた教育のあり方」においてのプレゼンテーション

論考１）２０２０．３．１５：「MLA連携〔論〕は学部学生の新たな調査研究メソッドになるだろうか？－ミ

ュージアムの中のライブラリ＆アーカイブで構想した〈MLA連携〉から大学の教育現場で提

案する新たなリサーチ・メソッドとしての〈SLA連携〉へ」／『［跡見学園女子大学］人文学

フォーラム』１８号，p．７６―９１．

発表２）２０２１．６．２８：「跡見花蹊アーカイブの形成とその意義」／本学中期計画広報委員会においての

プレゼンテーション

上記の発表はいずれもMLA連携の本学における展開の方向と意義を示すこと、およびMLA連携

が斯界の共通課題として、関係者に共有されてきた歴史的背景を述べることを主眼としており、その

実装システムの構築に着手することを報告するものには至ってはいなかった。

４．跡見花蹊日記のデジタルアーカイブ化の基礎ステージとしてのフルテキスト・データベースの構築の試み

４．１ 跡見花蹊日記フルテキスト・データベースの構築に係る基礎データの DB搭載前処理について

４．２ 跡見花蹊日記フルテキスト・データベースの検索インターフェースとその検索結果の表示

４．３ 跡見花蹊日記におけるユニーク語彙の出現に係る検証の試み

４．３．１ 跡見花蹊日記におけるユニーク語彙とは

４．３．２ 人名・事項・作品名から花蹊日記を検索すると

４．４「揮毫雑記」という花蹊アーカイブと作品検索に係る現況から展望できること

５．今後への展望と課題
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本稿は、「跡見花蹊アーカイブにおけるMLA連携を内包するシステム構築のための予備的研究（�）

―MLA連携から見る花蹊日記における花蹊ユニーク語彙の出現にかかわる実事例検証の試み」を研

究題目とする令和３年度大学特別研究助成費の交付を受けての成果を、特に『跡見花蹊日記』のフル

テキスト・データべ―スの構築を試行して、実装的MLA連携機能の開発の基礎的成果の一端を報告

することを目的としている。

以上を筆者による本学におけるMLA連携〔論〕の唱導の点綴として記し、「はじめに」に代える

ものとしたい。

１．MLA連携〔論〕についての理解の共通前提を築くために

上記の論考１）においては、MLA連携についての簡約な説明として『図書館情報学事典』第４版

（無署名，丸善，２０１３）に収載の事項解説を引いていたが、MLA連携を定義的に解説するものとし

てあらためて筆者自身による以下の論述をもって、MLA連携〔論〕についての理解の共通前提を築

いておきたい３）。

ミュージアム（M）、ライブラリ（L）、アーカイブ（A）が、いずれも人類の歴史的・文化的・

知的遺産を収集・公開し、次世代へ継承する類縁機関として営々と機能してきたが、近年、イン

ターネットとデジタルアーカイブの隆盛を背景に、その豊かなデジタル情報資源へ、綜合的包括

的にアクセス可能にすることを志向する機運全体を指すのがMLA連携である。

§１．MLAの字順およびその近似語

この１０年余、MLAはその字順について３者の親和性の強弱から LAMに、Galleryを加えて

GLAMに、公民館（K）を加えてMLAK（saveMLAKに代表される）に、大学（U）と企業（I）

を加えてMALUIに、さらに劇場（T）が加わるMULTIなどのさまざまな連携、あるいは１組

織内での連携を融合と言い換えるなど、さまざまな拡張や変奏が繰り広げられてきた。今日、あ

えてMLA連携と言わずとも、これら蓄積型の文化機関における従事者の間では、広く基底的で

あり自明の命題として共有されている。

§２．MLA連携の発端

MLAが並び立ち連携する、いわゆるMLA連携の語としての発端は、多分に偶発的なもので

あった。この３者を並べてその「繋がり」の意義を問うた初発は、１９９４年、アート・ドキュメン

テーション学会が創立５周年を機に「美術情報と図書館」を全体テーマに研究フォーラムが国立

国会図書館にて開かれ、メインシンポジウムの題目を「ミュージアム・ライブラリ・アーカイブ

をつなぐものーアート・ドキュメンテーションからの模索と展望」としていたが、この語順に明
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確な意図はなかった。１９９４年の当時においては、この３者の並列とその連携の提案は、唐突の感

は逃れえず、かつ議論の深化が及んだとは言えないものの、MLA界に小さな一石は投じられた。

その後、１５年を閲しての２００９年、同学会の２０周年を機に開催した「MLA連携の現状・課題・将

来」は当時の国立博物館、国立国会図書館、国立公文書館の館長を招いての鼎談もあり、翌年刊

行された報告書がMLA連携の認知に益し、２０１０年を境に、類書が図書館情報学のみならず多方

面から刊行が続いた４，５）。

筆者は以前、MLA連携についての研究文献レビューにおいて、その淵源を１９８８年の Library

Trends の特集「美術品と美術情報をつなぐ」（“Linking art objects and art information”）に見出

し、「管見の限り、もっとも早くMLA 連携を明確に示した文献は、コロンビア大学エィヴリー

美術建築図書館のヒラル（Angela Giral）による「３つの伝統が合流するところ：エィヴリー図

書館の建築ドローイング」（“At the confluence of three traditions : architectural drawings at the

Avery Library”）であった」と書いた６）。この３つの伝統こそMLAであるが、この特集において

も寄稿しているボストン美術館図書館のアレン（Nancy S. Allen）は先に、Research Libraries

Group（RLG）の指揮下において、Art and Architecture Program Committee（AAPC）が組織さ

れてることを報告しているように７）、RLGとMLA連携は極めて近い関係にあったと指摘できる

だろう。

§３．MLA連携の二つの形

慶應義塾大学の DAFの招きで来日を重ねていた、当時は RLGの副代表であったミハルコ

（James Michalko）は、MLAの連携（collaboration）のあり方を「一つ屋根の下のMLA」（MLA

under same roof : An individual institution with all three types of organizations）と「荒野に立つ

３つのMLA」（MLA in the wild : Individual independent institutions）と説明しているが、この

論はMLA連携に現れる２つのトライアングル、すなわち「館の「内」と「外」」においてMLA

の繋がる２つの連携のタイプがあるという、筆者が１９９６年に示した構図とぴたりと重なるもので

あった８）。

２００９年の国立MLA３館長の鼎談の図はまさに「館」と「館」の連携であるわけであるが、１０

年を経てMLA連携の議論の昂まりもおさまる中、２０１９年に『大学図書館研究』が５本の論文を

そろえて「小特集：MLA連携」を組んでいる９）。ミハルコの招聘につとめた慶應大学の例はある

ものの、大学からのMLA連携に係る発信は、博物館・美術館あるいは美術図書館からのそれに

比すれば少なかった。注目すべきは、大学という一つの傘（ミハルコ流に言えば一つの屋根（roof））

の下に、大学の中にあってMLAが相互に連携するありようは、大学の中での「内」なるトライ

アングルであるとともに、個々のMLAにおいては「館」と「館」との間につながれた「外」な

る連携と言える。このようなMLA連携にある二重性、あるいは多層性こそは、今後の蓄積型の
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文化資源機関の大きな有意性と可能性を体現するものである。

§４．綜合の回復としてのMLA連携

翻って見れば近代博物館の嚆矢としての大英博物館は、サー・ハンス・スローンの個人コレク

ションの競売を阻止しての買い上げから始まり、その一世紀後に６代目館長となる主任司書アン

トニオ・パニッツィが大英博物館の中にライブラリーを円形閲覧室として開いたこと、日本の少

なくとも国立の博物館と図書館が明治５年の湯島聖堂大成殿での文部省博覧会から始まり、一曜

斎国輝が図中真ん中に金の鯱をでんと置いて示した《古今珍物集覧》が示す通り、近代MLAの

濫觴は未分化のままにあった。近代化は紛れもなく効率を旨とする専門化という分化のプロセス

であるが、元を辿れば一体であったというところの、いわば綜合が喪失されていく過程であっ

た１０）。MLA連携は綜合の喪失の回復を基底に抱え込んでいる、ある志向でありフィロソフィー

であると言ってもよいであろう１１）。

同じく上記の論考１）には、「１．３ MLA連携の関連文献史を展望する」の節を著しているので、

併せて参照して頂ければ幸いである。

２．MLA連携〔論〕要諦－論点の整理として

２．１ 大学における建学者アーカイブの構築の試み－その概観

２．１．１ 大学アーカイブの構築の枠組みと花蹊アーカイブ

「大学における建学者アーカイブの構築の試み」を述べるにあたっては、大学アーカイブの議論の

高まりとその成果をまず確認する必要がある。以下の多くは、加藤諭著『大学アーカイブズの成立と

展開－公文書管理と国立大学』（以下、「加藤２０１９」）１２）ならびに菅真城著『大学アーカイブズの世界』

（菅２０１３）１３）に拠っている。加藤２０１９によれば、全国大学史資料協議会は全国研究会の統一テーマと

して、２００１年に「大学アーカイヴズの設立と運営」を、２００４年に「大学アーカイヴズのこれから」を

開催しており（以下、「アーカイブ」の表記は、拙稿本文においてはアーカイブを、引用・参考文献

においてはそれに従う）、大学アーカイブ論の高まりは２１世紀に入りいよいよ顕著となって、２００５年

の同協議会編になる「日本における大学アーカイヴズを取り上げた最初のもの」として、『日本の大

学アーカイヴズ』１４）が刊行される。加藤２０１９は２０１７―１９年の、菅２０１３は２００６―１１年の初出論考を起源と

しており、２００５年の『日本の大学アーカイヴズ』を継いでまとめられた個人単著として位置づけられ

る。

菅２０１３は大学アーカイブの議論において、その前身であろう大学史アーカイブとの連続と懸隔、な

らびに飛躍を第２章「大学アーカイブズの社会的使命」の第２節「ソレは「チガウ！」－「大学史」

と「大学アーカイブズ」」において述べている。さらに同章第４節「「トータルアーカイブズ」として
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の大学アーカイブズ－「機関アーカイブズ」と「収集アーカイブズ」－」においては、大学アーカイ

ブを含んでアーカイブ論全般において顕れる２種、つまり「機関（institutional）」と「収集（collecting）」

の２つのアーカイブに峻別する根拠として、アメリカ・アーキビスト協会の用語集を引用する：

「機関（institutional）」は「親機関によって作成ないし受理された記録を保管する場」であり、「収

集（collecting）」は「親機関ではなく（大
�

学
�

の
�

外
�

の
�

［筆者補記］）個人、家族、組織から資料を収集

して保管する場」と訳出している１５）。言うまでもなく、archivesには「保管の「場」」の意味と「記

録・史資料「そのもの」」の二面の意味が存する。また、収集アーカイブにおいては、「親機関ではな

く大
�

学
�

の
�

外
�

の
�

」と傍点部を補記するならば、アーカイブ論に不案内な読者においても、より両者の区

別が明瞭になるだろう。

さて、本学においては２０２５年、創立１５０周年を迎えるという建学の歴史の中で、すでに大学史と言

える労作ならびに学祖跡見花蹊の伝記もまた２０１８年刊の泉雅博・植田恭代・大塚博の３著者による

『跡見花蹊 女子教育の先駆者』１６）に至るまでその数は多い。本稿の花蹊の理解においても、２０１８年

の本書を多く参考にさせていただいている。

このような花蹊と本学に関する刊本に加えて、２００５年に翻刻・書籍化された『跡見花蹊日記』全５

巻（別巻のみ２００７年刊、表４参照）の基となる花蹊自筆の日記、花蹊による筆・画・書の書画作品の

類、書簡、写真等々、本学が有する花蹊および大学史アーカイブの資料はまことに豊穣である。

その花蹊アーカイブを菅２０１３のアーカイブ分類の体系に即して、図示して定置するならば、図１に

図１：大学アーカイブの相関
破線：トータルアーカイブ／実線：機関アーカイブ／二重線：収集アーカイブ／二種二重線：大学史
アーカイブと花蹊アーカイブ
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なると考えられる。

本稿におけるアーカイブの射程の範囲は、この図における「花蹊アーカイブ」であるが、さらに「収

集」から「大学史」のアーカイブを含んで、「機関」へ拡張して、当然、菅２０１３の言う「トータルアー

カイブ」を志向することが期待される。それはまた、大学を越えて、学園（法人）アーカイブにまで

拡張されるものとなるだろう。

２．１．２ 大学におけるMLA連携の２面性－「外なる／内なる」MLA連携

上記「はじめに」において論考１）として挙げた『人文学フォーラム』１８号の拙稿では、「１．２ MLA

連携の萌芽とその展開」において、MLAの連携の形として、James Michalko氏による図を引用借用

した。本図はMLA連携の２面性の理解を促すものとしては格好のイラストと説明であり、本稿にお

いても図２として再掲したい。

MLA under same roofとは、同じ組織内にあって、M・L・Aが一つ屋根の下に存在するという、

あたかも東京国立近代美術館（M）の中にあって、Lと Aが共立している様子を示している。

MLA in the wildとは、個々個別独立の組織、例えば東京国立博物館と国立国会図書館と国立公文

書館との間で、コレクションについてそのメタデータを統合して仮想的に同一で大規模なデジタル

アーカイブを創出する、謂わばジャパンサーチの小規模実現形のモデルを表すものである。

本学においては、花蹊記念資料館というMと大学図書館（L）、および花蹊記念資料館の中にもあ

図２：２つのMLA連携
J. ミハルコの「一つ屋根の下のMLA」（MLA under same roof : An individual institution with all three types
of organizations）と「荒野に立つ３つのMLA」（MLA in the wild : Individual independent institutions）
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り、図書館の中にもある自筆手稿である花蹊日記をはじめとするアーカイブ（A）との間において、

個々個別独立に存在しつつ連携を構築するならば、そのMLA連携は、MLA in the wildという図に

なるだろう。

同時に親組織としての大学（または学園（法人））の下にあるMLAと考えるならば、それは、MLA

under same roofのMLA連携と言えるだろう。つまり、Michalko氏の２つの連携モデルは、「外なる

／内なる」MLA連携と同一であり、大学におけるMLA連携に普遍的に見出すことのできる秀逸なモ

デル図と言えるだろう。

２．２ 女子大学における建学者アーカイブの構築状況の把握

２０００年代に入って大学文書館の再構築、特に国立大学に顕著な動静は、菅２０１３に倣えば、「大学史

編纂と資料保存」⇒「情報公開法－「機関アーカイブズ」への指向」⇒「公文書管理法－「機関アー

カイブズ」としての大学アーカイブズ」をジャンピング・ボードとして展開してきた１７）。２１世紀に入

ってからのこのおよそ２０年間は、一方でMLAいずれにおいても顕著なデジタルアーカイブの構築と

公開とほぼ軌を一にする。

次章以下に展開する、本稿の主要題目である『跡見花蹊日記』のデジタルアーカイブの位置を他大

学の事例と比較する試みの一助として、特に女子大における建学者ならびに大学の歴史的沿革に係る

デジタル情報の発信について、その概況を表１にまとめている。

本表は本学花蹊記念資料館において掲示される「明治時代～大正時代 主な女子大学創立の歩み」

とアンドラによってWebに公開されている「私立大学のデジタルアーカイブ」（２０１７年１１月以降随時

追加更新）１８）をもとに作成している。

本表に収録の女子大学においては、組織化されたデータベースを背景に持つ検索型で、かつ建学者

に焦点を当てたデジタルアーカイブは、津田塾大学の津田梅子アーカイブが特筆的である。お茶の水

女子大学の図書館によるデジタルアーカイブも充実しており、情報源としての資料性も高い。ほかの

多くは大学の沿革と歴史をプレーンな htmlページとして公開しているものが過半である。本学に関

わり、アンドラが挙げたのは TRC―ADEAC上の「百人一首」アーカイブである１９）。これはジャパン

サーチともすでにデータ連携を果たして、高い評価も定着しており、私立女子大学のデジタルアーカ

イブの事例の中にあって極めて顕著な成功事例となっている。

３．本稿における「MLA連携を内包するシステム構築のための予備的研究」に資する解析対象デー

タの概況

３．１ 解析対象データの概況把握に係る前提

前述の通り、本稿は令和３年度大学特別研究助成費を基礎に実行した「跡見花蹊アーカイブにおけ

るMLA連携を内包するシステム構築のための予備的研究」であり、特に「MLA連携から見る花蹊

跡見学園女子大学文学部紀要 第５７号 ２０２２

86

学園シリーズ／跡見学園女子大学文学部　紀要／２０２２年　５７号／ふじもと／横組み／０７７‐１０７　ＭＬＡ連携　水谷 2022.03.



表
２
：
花
蹊
記
念
資
料
館
に
よ
る
既
刊
冊
子
体
目
録
に
お
け
る
収
録
作
品
等
点
数

MLA連携〔論〕を素地とする建学者アーカイブの構築の意義と展望－『跡見花蹊日記』のフルテキスト・データベースの構築とユニーク語彙の出現に係る検証の試みを中心に

87

学園シリーズ／跡見学園女子大学文学部　紀要／２０２２年　５７号／ふじもと／横組み／０７７‐１０７　ＭＬＡ連携　水谷 2022.03.



表３：本学大学図書館 OPACから把握可能な筆・画・書など花蹊関与の著作資料の所蔵点数 ［類推］

日記における花蹊ユニーク語彙の出現にかかわる実事例検証」を試みることを主眼としている。当然

のことながら、MLA連携を内包するシステム構築の端緒を開くことは大きな目的の一つであるが、

本学のMLAともいうべき花蹊記念資料館、大学図書館ほか関連部署における管理公開等の実務実態

に即した業務モデルをここで提案するものでは、到底ない。

また、本稿を成す時点においては、MLA連携を内包するシステム構築に係って、連携されるだろ

う実データについても、一部、花蹊資料記念館に所在する「揮毫雑記」に係るものを除けば、いずれ

も図書館 OPACまたは冊子体刊行物、ならびに本学ホームページ上において公開の諸データにおい

てのみを検証の対象としている。

以下、MLAにわたって筆者が把握できた検証対象となる諸データを表に現してその概況を示して

おきたい。

３．２ 把握された本学MLAである花蹊記念資料館（M）および大学図書館（L）のMLA連携候補の資

料について

３．２．１ 花蹊記念資料館による既刊冊子体目録から

筆者管見の範囲において把握できた花蹊記念資料館による既刊冊子体目録を表化して、そこから、

現況において明示化できる同館所蔵資料の点数をカウントした（表２）。

３．２．２ 大学図書館OPACから把握できる刊本以外の花蹊関与の著作資料について

本学大学図書館 OPACから筆者管見の範囲において把握できた同館所蔵の刊本以外の、花蹊の著

作の関与が、筆・画・書と記された同館所蔵資料の点数をカウントした（表３）。

３．２．３ PDF公開された『跡見花蹊日記』について

『跡見花蹊日記』は表４の通り、第１―４巻および別巻が刊行されている。初刊第１巻所収の「序」
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表４：既刊『跡見花蹊日記』概略

および第４巻所収の「後記」から、その事業着手についての経緯が下記の通り記されている。

「序」より

学祖跡見花蹊は、文久元年（１８６１）２１歳から大正１４年（１９２５）８５歳まで、全４７冊の日記を残してい

る。昭和５９年（１９８４）女子大学は、明治以来の女子教育の中で跡見学園が果してきた教育の全容を

解明するために根本資料である学祖の日記の解読に着手した。

平成１７年４月 跡見学園女子大学 学長 山崎一穎

（数字は漢数字をアラビア数字にあらためて表記，p．４）

「後記」より

本『跡見花蹊日記』の編纂事業は、山崎一穎学長の下、昭和５９年に、大学の２０周年記念事業として

計画され、その作業を開始した。

平成１７年１１月９日 花蹊日記編集委員会 座長 岩田秀行

（数字は漢数字をアラビア数字にあらためて表記，p．８１１）

２００５年、第４巻刊行の翌々年の２００９年３月末日に刊行された別巻：参考資料・補遺編を除き、第１

―４巻のほぼ全ての全文が PDF化されて、本学ホームページ公開されている２０）。そのファイルに係る

諸要素を表５にまとめた。

次章において、花蹊２２歳の文久元年（第１巻所収）の日記 PDF：１―０２―０２Bunkyu０１．pdfから花蹊

８４歳の大正１４年（第４巻所収）の日記 PDF：４―１２―５６Taisho１４．pdfまでの５５ファイルを元に構築した

フルテキスト・データベースについて詳述する。
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４．跡見花蹊日記のデジタルアーカイブ化の基礎ステージとしてのフルテキスト・データベースの構

築の試み

４．１ 跡見花蹊日記フルテキスト・データベースの構築に係る基礎データのDB搭載前処理について

１―０２―０２Bunkyu０１．pdfから始まる花蹊日記の全文 PDFは、本学ホームページに掲出されており、

残念ながら搭載の日付など一部に詳細は不詳であるが、花蹊日記編集委員会座長の岩田秀行先生（現

名誉教授）らが電子データの作成に与っていることが、註２０に記載の URLのページから確認される。

日記１年分が１PDFファイルとされているが故に、日付単位の記述を１レコードとしてフルテキ

表５：PDF『跡見花蹊日記』概略
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スト・データベースに搭載するためには、初手の作業は、日付単位で記述データを抽出するように、

日付ごとに切断分割するための目印を挿入することであった。結果、全１９，３８４件のレコードが抽出さ

れて、データベースに搭載された。

このフルテキスト・データベース化するための前処理、および「跡見花蹊日記におけるユニーク語

彙の出現に係る検証の試み」に関与する検索事例の記録化については、本学３年生５名の助力を得た。

また、データ搭載から検索システムの試行および予備的公開については、早稲田システム開発株式会

社の支援を得た。

４．２ 跡見花蹊日記フルテキスト・データベースの検索インターフェースとその結果の表示

図３―９は跡見花蹊日記フルテキスト・デースにおいて人名「大隈」・事項「震災」・作品名（一部）

「日月」について検索する、検索インターフェース・検索ヒットの一覧・検索結果詳細の画面を示し

ている。

全レコード１９，３８４から、人名「大隈」⇒２７件・事項「震災」⇒２０件・作品名（一部）「日月」⇒３０

件がヒットして、さらにその日記記述詳細が表示される。図５・７・９においては該当する日記 PDF

の部分を同図の右側に掲出した。

図３：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
フリーワード「大隈」で検索

MLA連携〔論〕を素地とする建学者アーカイブの構築の意義と展望－『跡見花蹊日記』のフルテキスト・データベースの構築とユニーク語彙の出現に係る検証の試みを中心に

91

学園シリーズ／跡見学園女子大学文学部　紀要／２０２２年　５７号／ふじもと／横組み／０７７‐１０７　ＭＬＡ連携　水谷 2022.03.



図５：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
ヒット詳細：明治４２年５月９日「大隈伯の演説」 右に該当日記 PDF（部分）

図４：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
フリーワード「大隈」で検索ヒット一覧：該当２７件
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図６：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
フリーワード「震災」で検索ヒット一覧：該当２０件

図７：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
ヒット詳細：大正１２年９月１日「十二時、此時俄然震災」 右に該当日記 PDF（部分）
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図９：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
ヒット詳細：明治４３年１１月５日「久米民之助え日月之画二幅対、為持遺す」 右に該
当日記 PDF（部分）⇒参照 図１７：「揮毫雑記」の記述

図８：跡見花蹊日記フルテキスト・データベース画面�
フリーワード「日月」で検索ヒット一覧：該当３３件
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４．３ 跡見花蹊日記におけるユニーク語彙の出現に係る検証の試み

４．３．１ 跡見花蹊日記におけるユニーク語彙とは

試行的に構築した『跡見花蹊日記』のフルテキスト・データベースは冊子体日記をそのままに PDF

化されたデジタルデータを素材にしている。この度のデータベース化に際し、人名・事項および作品

名からそのフルテキストを検索するに際し、一切の元データの改変加工は無い。また、翻刻して冊子

印刷されたものに施された「校訂者注記」については初巻に掲載の「翻刻要領」にあるものがそのま

ま踏襲されている。

［校訂者注記について］２１）

一、校訂者の注記は、すべて（ ）で括り、原本の文字と区別した。（中略）

一、明らかな脱字、また文字を補ったほうが意味が取りやすい場合、当該箇所に、あるべき文字を

補った。

この校訂者注記は人名・事項および作品名の検索に若干の精度と再現性の向上に資することはある

が、本データベーにおいては謂ゆる「名寄せ」をしての典拠コントロールを実装しているわけではな

い。人名においても姓名がともに記載されて日記に現れることは稀である。作品名おいては現行通名

として安定している固有名で日記に記載されることは、一層のこと極めて稀である。

以下に触れる「揮毫雑記」が花蹊にとっての作品の記録の控えであることもあって、作品名が日記

に忠実に再現されることは、想定されたことではあるが、望み難く、現行通名からの検索においては、

そのヒット率はかなり低率であることが確認された。

このようなフルテキストにおいてのデータの正規化と典拠的コントロールの未然においては、その

有効性に翳を落とす惧れのあることは事実である。一方、表６のように花蹊日記における歴代総理大

臣の名前（姓名のフル記載は稀であるが）の出現を見るにおいて、花蹊と明治・大正の政財界の貴顕

あるいは皇室との交流の実相の把握において、同日記が日本近代史において新たな側面を照射する有

効な実証素材であることは、十分に期待できるのではないだろうか。

４．３．２ 人名・事項・作品名から花蹊日記を検索すると

以下、人名・事項・作品名を花蹊日記フルテキスト・データベースにおいて検索した結果の一部を

表にまとめて掲出する。人名と事項は前述の２０１８年刊の泉雅博・植田恭代・大塚博著『跡見花蹊 女

子教育の先駆者』の巻末に掲載されている「人名索引（p．１―６）」と「事項索引（p．７―１１）」から明

らかに花蹊没後に登場する索引語などを除いて、検索を重ねた。

表７：「「人名」を検索語とする上位の検索結果」においては、ヒットランキングの上位には日記

記述の抜粋を付して、全検索語（ヒット件数１以上）をまとめている。上の「人名索引」から花蹊生

涯の範囲外の人名等を除いた有効語彙３９５において、ヒット件数が１以上であったものは１５７語、故に
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表６：花蹊日記における歴代総理大臣名の出現
注：総理大臣名に続き，検索キーが姓／姓名／名のいずれかであるかを「＊」で示す。複数回就任の総理につ
いては，初回の就任についてのみ日記記述を付す。
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「人名索引」からのヒット率は３９．４％であった。

表８：「「事項」を検索語とする上位の検索結果」においては、ヒットランキングの上位には日記

記述の抜粋を付して、全検索語（ヒット件数１以上）をまとめている。上の「事項索引」から花蹊生

涯の範囲外の事項等を除いた有効語彙３０１において、ヒット件数が１以上であったものは９６語、故に

「事項索引」からのヒット率は３１．９％であり、人名、事項ともに３割を越えた。

この「人名索引」に採用されてはいないが、花蹊肖像を描いた黒田清輝をはじめ文化芸術に係って

歴史上必定の人物についても花蹊日記においては多く確認される。

黒田清輝（６件のヒット、以下同様）・志賀重昂（３７）・原三渓（８）など。

作品名については、上述の「３．２．１花蹊記念資料館による既刊冊子体目録から」に掲載の『跡見学

園女子大学花蹊記念館収蔵資料総合目録１―３_２０１８―２０２０（平成３０―令和２年度）』に掲載の１６９点につ

いて検索した結果から、ヒット件数１以上の５０作品について、次の表９にまとめた。

表９において、『跡見学園女子大学花蹊記念館収蔵資料総合目録 １―３』に掲載の１６９作品の「作品

名」を検索語として日記全文を検索し、文字列においてヒットと想定される５０作品をまとめたが、東

アジア文化圏における美術作品のタイトル付与に連なる「画題」の特性から、目録に定位された花蹊

作品の作品タイトルをもって、日記全文を検索する時、作品タイトルと日記記述との間に明確にその

合致を見出すことは、あらかじめ想定された通り、その困難さは極めて如実であった。

すなわち、本表における「合致の項目」を：

「－」＝作品と日記記述に合致を認めることが困難なもの

「△」＝作品と日記の記述に合致の可能性有りと予想されるもの

「〇」作品と日記の記述とが合致すると判定されるもの

に分類したが、明らかな合致「〇」と検証されるものは極めて稀れであることが見て取れよう。

４．４「揮毫雑記」という花蹊アーカイブと作品検索に係る現況から展望できること

いずれの分野の作家であれ、「作家（artist）は一面優れてアーキビスト（archivist）である」と言

われる。自らの作品を日記に、片々のメモワールにあるいは独立した作品控えに克明に記録する作家

の一人として、ワシリー・カンディンスキー（Wassily Kandinsky, １８６６―１９４４）が著名である。日本

近代美術史においては岸田劉生（１８９１―１９２９）の日記があり、東京国立近代美術館に劉生アーカイブ

として所蔵されている自筆の作品目録稿がある（図１０―１１）。

ハンス・K・レーテルらの編集になるカタログレゾネ『カンディンスキー 全油彩総目録２（１９１６

―１９４４）』２２）においては、カンディンスキー財団（Fonds Kandinsky）が所蔵するハンドリストの固有番

号が併記されている（図１２）。

前述の通り、人名・事項の日記検索に比して、『花蹊記念館収蔵資料総合目録』に掲載され現行通

名と言える作品名からの日記検索は、その再現性は高いとは言えない。上述の「画題」の特性に加え
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表９：『跡見学園女子大学花蹊記念館収蔵資料総合目録１―３』に掲載の１６９作品からヒット件数１以上の５０作品
合致の項目：「－」作品と日記記述に合致を認めることが困難／「△」作品と日記の記述に合致の可能性有り／
「〇」作品と日記の記述とが合致
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図１０：岸田劉生「千九百二十年十月十五日調撰 自撰作品年表目録」の第一葉
［劉生自筆による作品控え］no．３１８，p．４７，白樺原稿用紙９枚・毛筆／ペン字 大正元年より
９年『岸田劉生 作品と資料』１９９５に目録掲載 東京国立近代美術館アートライブラリ蔵

図１１：岸田劉生「千九百二十年十月十五日調撰 自撰作品年表目録」の第二葉
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て、これは作品名の確定が必ずしも制作時、作家自身によるものでは無く、謂ゆる芸術作品の社会的

受容の経過の中において、それは展覧会歴・来歴等のプロヴナンス（provenance）の移動、あるいは

文献の重なる出現といった作品の「受容史」という緩慢な過程を経て現行通名として確定されていく

からである。故に現存作品とその制作時における状況を記録する作家自筆のアーカイブとを照合する

ことは、カンディンスキー研究における財団所蔵のハンドリストの存在意味の重要性からも容易に検

証されるように、この作家自身による作品の手控えは日記同等に、あるいはそれ以上の一等資料とし

ての価値がある。

花蹊記念資料館においては、表１０の通り、１０冊の「揮毫雑記」が所蔵されている（図１３―１９）。『跡

見花蹊 女子教育の先駆者』（２０１８）においてもその図版２点が掲載されるとともに、「そこ［揮毫雑

記］には直筆手本を与えた人々の名が大勢記されている」と書かれて２３）、この資料が花蹊作品の来歴

表１０：「揮毫雑記」概要 参照：図１３―１９

図１２：カンディンスキーのカタログレゾネにおけるハンドリストの記載例
No．６６８に《赤い楕円》ハンス・K・レーテル編『カンディンスキー 全油彩総目録２（１９１６―１９４４）』に所収，p．５９４．
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図１３：「揮毫雑記」第１冊の表紙

図１４：「揮毫雑記」第１冊の第１頁
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を語る稀有なアーカイブであることが指摘されてい

る。

２点の現行通名作品が現れる「揮毫雑記」および

箱書きとの関係を証する事例を図１７―１９に紹介する。

このような花蹊作品の制作と来歴に係って貴重な

「揮毫雑記」は、その翻刻において相当の困難の高

さはあるものの、史料価値が花蹊日記に次いである

ことは、容易に共有されることだろう。特に「直筆

手本を与えた人々の名が」記録されていることは、

花蹊の作家として、教育者としての実像と影響にお

いても考察が及ぶだろう点においても貴重である。

図１８―１９の《松間旭日図》《松鶴不老之図》と「揮

毫雑記」および箱書きの関係、および読み下しにつ

いては、花蹊記念資料館の中出ひとみ氏、加賀谷信

子氏のご教示を得ました。記してここに謝意を表し

ます。 図１７：「揮毫雑記」第８冊表紙

図１５：「揮毫雑記」第１０冊の表紙 図１６：「揮毫雑記」第１０冊の第１頁
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図１８：《松間旭日図》に係わる「揮毫雑記」と箱書き
『花蹊記念館収蔵資料総合目録 １』の作品番号７《松間旭日図》に係わる「揮毫雑記」第８冊の巻
頭頁（１丁表）における記述「大幅 久米民之輔／注筆百圓／弐尺巾竪物二幅対／松旭之図 竹二月／
九月落成」⇒参照 図９：花蹊日記 明治４３年１１月５日「久米民之助へ日月之画二幅対、為持遺す」

図１９：《松鶴不老之図》に係る「揮毫雑記」と箱書き（蓋裏）
『花蹊記念館収蔵資料総合目録 １』の作品番号２８《松鶴不老之図》に係る「揮毫雑記」
第８冊４１丁表における記述「十六日／松鶴不老之圖／大正元年初冬月此画廿年前之作／再
觀之一笑而記画之背面 花蹊［女史（箱書きに）］時年七十有三」大正元年１１月１６日
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５．今後への展望と課題

前述の「３．２ 把握された本学MLAである花蹊記念資料館（M）および大学図書館（L）のMLA

連携候補の資料について」に表化して掲げた通り、すでに冊子体を含んで花蹊のMLAに係る諸素材

のメタデータはかなりのボリュームをもって既存であることが確認される。把握されるこのような既

存メタデータの記述実績があることを踏まえれば、直近で花蹊MLA連携の実現・実装化への道程も

さほど遠くはない。

�）Mおよび Aとしてある既述のメタデータの検索可能化のためのデータベースの構築

�）図書館（L）の OPACと�）との連携

�）今回試行的に実装を構築した花蹊日記フルテキスト・データベースとの三者綜合のMLA連携

を実装するシステムの構築

この３ステップを踏むことによって、「MLA連携〔論〕を素地とする建学者アーカイブの構築」が

可能であることを予見できる。

この構築は既述の通り、「管理公開等実務実態に即した業務モデル」に直系するものではない。あ

くまでも研究試行的なものであるが、来るべき大学（学園）アーカイブの形成に至る不可避的プロセ

スであろうことを今後の展望と課題の末尾において指摘しておきたい。
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